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活交
図
書
館
を
活
用
す
る

図
書
館
で

交
流
の
輪
を
広
げ
る

利
用
登
録
す
れ
ば
５
館
で
利
用
で
き
ま
す
。

欲
し
い
資
料
や
情
報
を
探
す
お
手
伝
い
も
し
て
い
ま
す
。

本
を
借
り
る
だ
け
で
な
く
、

本
を
通
じ
て
多
く
の
人
と

交
流
で
き
ま
す
。

開
館
時
間
お
よ
び
休
館
日

●
開
館
時
間

中
央
図
書
館

▽
平　

日　

午
前
9
時
～
午
後
8
時

▽
土
日
祝　

午
前
9
時
～
午
後
6
時

豊
科
・
三
郷
・
堀
金
・
明
科
図
書
館

▽
午
前
10
時
～
午
後
6
時

●
休
館
日

中
央
図
書
館

▽
木
曜
日
（
祝
日
お
よ
び
祝
日
の
翌

日
を
除
く
）
▽
毎
月
最
終
水
曜
日

豊
科
・
三
郷
・
堀
金
・
明
科
図
書
館

▽
月
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
▽
祝
日

の
翌
日
（
土
日
の
場
合
を
除
く
）
▽

毎
月
最
終
金
曜
日

※
こ
の
他
、
各
館
と
も
年
末
年
始

（
12
月
28
日
か
ら
１
月
4
日
）、
特
別

整
理
期
間
に
閉
館
し
ま
す
。

　
　
　
　

注
目
情
報

６
月
ま
で
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
本
な
ど
の
予
約
が
可
能
に

現
在
、自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電

話
か
ら
蔵
書
検
索
が
で
き
ま
す
が
、

6
月
ま
で
に
は
本
な
ど
の
予
約
も
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
手
続
き
方

法
な
ど
の
詳
細
は
、
あ
ら
た
め
て
広

報
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

５館で使えるカード
1 利用者登録

自宅のパソコンや検索機を活用
2 資料を探す

親子で
2 こどもとしょかん

広くみなさんに
5 図書館だより La Book

図書館の運営を支える
1 図書館ボランティア

本で集う
3 催し・イベント

園や学校の図書館と
4 連携して

一度に10冊、２週間まで貸し出し可
3 資料を借りる（貸出） 近くの図書館に返却できます

4 資料を返す（返却）

困ったこと、分からない時は
5 レファレンスサービス

探したい資料がない時は
6 予約・リクエストサービス

中央館・豊科館・明科館では
7 インターネット利用サービス

５館共通のカードを発行します。
（有効期限は 3 年）
登録できるのは市内在住か、市内
に通勤または通学している人で
す。受付窓口で登録してください。

館内の検索機のほか、自宅のパソ
コンや携帯電話から蔵書を検索で
きます。お探しの本が見当たらな
い場合は気軽に職員にお尋ねくだ
さい。

中央図書館と豊科図書館には、こどもと
しょかん「おはなしのへや」や授乳室が
あり、親子で気軽に利用できます。この
ほか多目的室はボランティア活動や、子
どもたちの調べ学習の場として利用でき
ます。

各館の様子、レファレンス内容、コラム
「私と図書館」、本のソムリエからのおす
すめ本、貸出ランキングなどを掲載し、
月 1 回発行しています。

ボランティアの皆さんが、中央図書
館で活躍しています。
●としょかんサポーター

簡単な案内、図書館内の整理、破
損図書の修理を行っています。

●おはなしサポーター
乳幼児向けのおはなし会で、絵本
や紙芝居などの読み聞かせを行っ
ています。

●朗読協力者（有償ボランティア）
視覚障がい者向けに、広報や郷土
資料の音訳録音と対面朗読を行って
います。

※ボランティアの募集については、中
央図書館までお問い合わせください。

中央図書館では図書館フェスタや映
画上映会、講演会などを行っていま
す。また、５館ではさまざまな講座
や乳幼児向けの折り紙教室や絵本の
読み聞かせ会などを行っています。

幼稚園・保育園・小学校・中学校・
高等学校に、絵本や紙芝居、調べ学
習に利用する資料を提供していま
す。子どもの読書推進のために、学
校図書館司書の会の先生と情報交換
を行います。

図書館カウンターで借りたい資料に利用者カードを添
えて手続きします。
●貸出期間：2 週間まで
●貸出点数：図書 10 冊（一般書、児童書、雑誌）紙

芝居 2 セット AV 資料 3 点まで
貸出中の本の予約や、県立図書館や信州大学図書館な
どの本を取り寄せることができます。窓口へお問い合
わせください。

５館どの図書館でも返却できます。開館時
はカウンターへ返却します（閉館時は、本
のみブックポストへ返却できます）。

資料・情報を探し出したり、相談や質問を
受け付けたりします。調べ方が分からない
場合も、気軽にご相談ください。

図書館にある資料は、1 回につき 10 点まで、
AV 資料は 2 点まで予約することができま
す。図書館にない本は、購入を希望（リク
エスト）することができます。（購入は、収
蔵書のバランスなどを判断し、提供できな
い場合もあります。）

中央館・豊科館・明科館には、インターネットを利用で
きるパソコンがあります。カウンターへお申し込みくださ
い。中央館では、商用データベースも利用できます。

中央図書館484・0111 684・0116　豊科図書館471・4022 673・1801　三郷図書館476・3078 676・3077　堀金図書館472・5796 672・5801　明科図書館462・1122 662・1124

お
す
す
め
の
一
冊

イ
エ
テ
ィ

根
津　

誠
著

紹介する人

小松　純一さん
（豊科・吉野）

こ
の
本
の
著
者
は
、
明
治
大
学
山
岳
部

の
Ｏ
Ｂ
。
学
生
時
代
か
ら
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
魅

力
に
取
り
つ
か
れ
、
そ
し
て
イ
エ
テ
ィ
に

も
取
り
つ
か
れ
て
い
ま
す
。「
イ
エ
テ
ィ
」

と
は
英
語
で
はsnow

m
an

、
日
本
語
で

直
訳
す
る
と
「
雪
男
」
で
す
。
呼
称
こ
そ

異
な
り
ま
す
が
、
雪
男
の
伝
説
は
ヒ
マ

ラ
ヤ
の
中
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
著
者
は

2
、
3
人
の
シ
ェ
ル
パ
と
馬
と
パ
ー
テ
ィ

を
組
み
、
イ
エ
テ
ィ
の
毛
皮
や
骨
な
ど
を

探
し
て
ま
わ
り
ま
す
。
し
か
し
、
本
物
に

は
な
か
な
か
出
会
え
ま
せ
ん
。
イ
エ
テ
ィ

を
追
い
か
け
な
が
ら
旅
の
途
中
で
の
宗
教

（
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
）・
標
高
４
０
０
０
ｍ
を

超
え
る
地
で
の
農
業
・
ヤ
ク
を
中
心
と
し

て
の
牧
畜
・
野
生
の
動
物
た
ち
・
シ
ャ
ク

ナ
ゲ
等
の
植
物
に
つ
い
て
の
記
述
が
素
晴

ら
し
い
で
す
。
チ
ベ
ッ
ト
の
現
代
青
年
た

ち
は
時
代
の
流
れ
で
し
ょ
う
か
、
イ
エ

テ
ィ
へ
の
関
心
を
ど
ん
ど
ん
薄
れ
さ
せ
、

無
関
心
の
人
や
信
じ
な
い
人
も
増
え
て
い

ま
す
。
イ
エ
テ
ィ
が
い
な
い
と
い
う
証
拠

が
出
て
く
る
ま
で
そ
の
存
在
を
信
じ
た
い

で
す
。

特集◎図書館へ行こう！

図書館でお待ちしています

安
ら
ぎ
を
感
じ
ら
れ
る

空
間
に

分
か
ら
な
い
こ
と
は
気
軽

に
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い

中央図書館
館長　青柳 温

や す お

男さん

中央図書館

司書　杉田奈穂美さん

図書館に来られた人が、安らぎを
感じられる空間づくりを心掛けていま
す。本を借りていただくことはもちろ
んですが、利用者の疑問に応えられる
ように課題解決型の図書館にしていき
たいと思います。利用者のビジネス支
援や暮らし、医療などさまざまな支援
をしていきますので、気軽にお越しく
ださい。

主に窓口業務を担当しています
が、資料を探している人の相談など
には、分かりやすく説明できるよう
心掛けています。他の図書館からほ
しい資料を取り寄せることなど、図
書館にはさまざまな便利なサービス
がありますので利用してほしいと思
います。どうぞ気軽に声を掛けてく
ださい。

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

中央図書館自動貸出機

図書館フェスタ


